
資料提供者(敬称略) 研究協力者

『東京語戸クセント資料』 相 j畢正夫

石田敏子 滝沢綾子 稲垣滋子

石渡崇子 武市 憲幸 大 川 泰子

上野久美子 土屋信 春 日 j原子

大井得悪 野村雅昭 小 暮 紀 子

小泉雅裕 広瀬正宜 小林澄 子

小 暮紀子 古谷祥子 小林 |径

沢木幹栄 御園生倫子 沢木幹栄

篠原和雄 ニ矢伊津子 都染直也

清 水郁 子 相IJ 沢好昭 中 島 由美

鈴木重幸 御園生保 子

渡辺喜代子

『柴田資料』

浅野百合子 熊谷康雄





日目和57年度から 3ヶ年間にわたって行われた文部省科学イiJげヒi2によ る特

定{iJI'究「情報化社会における言語の棋準化」は，最終的には10})Iの計l且i1iJl

究岐に分けられ I脱却こ化の対象としての言語そのもののイiJf究J， I教育に

おける言語の標準化の研究J，I言語の機械処理における収，':lW化の研究」の

3分野でイiJf究が進められた。特に第ーの分野では I日本語の棋準化の必

*!誌となるべき 言語梢j立」に |刻する イi~: '~t岐| が設けられ，不肖ながら私が代表

者をつとめることとなった。この11-Eは披終的には 6グループから成 り， 日

本語，特にその際司{ー化のJMZとしての東京語の使用の実態を明らかにする

ことにブJを注いだ。

同州.1，tll:会Idd氏のクループは，東京語のアクセントを 1万3千という

腫大な数の.ry(目について， 19名のインフォーマントを対象として jサ念に刺

併された。これは，この特定研究の発足に当って主査をつとめら れた柴田

武先生が着手されていた予備調査を継承・発展させたものであ って，アク

セントの研究としては， 他に出ui91Jのない大規映・詳細!なものである。これ

だけの制査をなしとげ‘られた.I.!:0;Mi.佐藤IdTj氏及びト指に余る研究協力者・の

/子々に， また，往iJ，主，~誌の手になる予備制作の結果をすべて提供され， 'l;~' に

適切な住|川~J 言 を 惜し まれなか っ た柴出先生に，あらためて1iiJ 札を l半l し上げ‘

る次第である。

私 ， ' ， 身は，日Ij の観}.\から，外~点詔のアクセント・イントネーションの特

徴の分析と記述のプロジェク トをJII当しなカ、ら，たまたまイiJj究批の代表と

してJjl:内の問題意、識の統一，グループ!日!の制t-Z，H1.kl全体による討議と立

は交換のお手伝いをしたにすぎないが，グループ内討議およびJJE全体の討

議の機会を辿じて，同制l・16':11:ふグルーフ。の制作イiJT究から多くのことを学ぶ

序

東京大学工学部教授藤 l'崎 博 也

ことが1:L¥*t..こ O 一万， .q~)iMi ・佐藤グループの計画の遂行の途上で問題とな

った点，例えは無声音区間におけるアクセント核位置の同定などについて

は， 一|分なお手伝いができなかったことをおわびしたい。

さて，この資料集に示された東京アクセン トの調査結果は 当初に予想

された通り，東京アクセン トといえども，L坑存の畔典封{の記載から想像さ

れるよっな画一的なものではなく，はるかに多様性に富むものであること

を示している 。 これは，通常の昨典~Hの編纂の過紅が，取J合選択を伴うも

のであること，また， 言語他用の実態の客観的調主よりは，編者の主観に

恭づ、いて行われるものであることから，ある程度当然のことであろう 。こ

の意味て、本資料集は，従来の昨典類とは全く異なった価値を持つものであ

るといえる。

ここに示された東京アクセン トに関するおびただしいデータは，さらに

今後のイiJI究へのtt重な素材となる。そもそもこの資料の示す多様性の原因

は何であるのか。地域差 ・年令差 ・叫二差など，イ1;1;1人の言語運用の差異によ

ることはもちろんであるが，それ以外に，またそれ以上に，いわゆる語ア

クセントが文脈により，また談話条件により彬特を受けることを，この資

料は示唆しているように思われる。このような問題を含め，この資料集が，

今後さらに有設なiiJF究成果を生み出すことをJtJJ待するものである。



期待していた仕事

監修者として一一

1万3千に/止ぷ大量の詰について，東京の山の手 ・下IIIT，.t年 ・若年，

男性・女性の属性をク ロスさせた計19名のアクセン トを一位できるような

東京アクセン ト資料集がまとま った。これは，月五111奇I'I!?也教授のもとで、馬iMl

良雄 ・佐l保亮一|両氏をはじめとする多数の分担者 ・協力者 ・資料提供者が

3か年にわた って努力した成果である。

かねがね点京語のアクセン トは，アクセン ト昨典などが示しているよう

な一様性はない とにらんでいた。地域 ・年齢，ま た11iil人によ ってもっと多

燥なアクセン トが行なわれていると 思っていた。それを知るためには，長

い詰も，やや特妹な詩も， もちろん外米諸も，また，感動詞などもすべて

とりあげて調べてみなければならない。

ちょ っとしたき っかけから 5年はど前からひそかにこういう研究に手を

つけていた。話を万jfu[なく集めている 『新|明解|玉|話川典』のなかからアク

セン トのついた約 8力のすべての請について，Li 1の手のオ年の男'Itl=.と下|町

の.t年の女'111:とにそれぞれ|工|分のアクセ ン トとの異IciJを記入してもらう計

plljをiてた。このふた りが全巻にわたってチェックし終わるまでに10か月

以上かかった。日典とこのふた りの三 1'i'のIMJで異動のある訴がカー ドとな

り， その数約 1h 7下 (全体の21%)に述 した。予WJした以kの数了:であ

った。人数をふやせばこの数千はも っと117iくなるはずである。

その後，この 1JJ 7 T-，ifiをもとに，わたし J'J身の千で，UJの丁ーの」三年の

夕、:'It ， 下 IIIJ の ~.'，:年の ~c11 1 のふた り についても '1官報 を 集めたが，本*はも っ

と多くの人に 吋たらなければ.ならなし、。

ちょうどそのころ特~{iJF'先「↑17報化社会における l f 111jl の ね，'(1¥1'11ニ」が始ま
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り， これこそこのプロジェク 卜に乗せるべき研究と考えたが，ひょんなめ

ぐりあわせから，わたしはこの研究全体の代表者として研究者!日jの連絡・

調絡に専念することになったために，わたしのJE阿し た研究をさらに展開

してもらうよう ，わたしの資料の一 切Jを馬断・佐雌|両氏に提供して，お!MH

いしたのがこの資料集作成のそもそもの発端である。ちょうど 1=1分のもう

けた fの成長を見守るような気持で3か年この研究を注目して来たし，報

口会にも極力出席して，進んで怠見もJAべた。それがいわば成人し た姿で

ここにお け比fリするのだから，これほどうれしいことはない。

言語の「標準化」をJfえるのには， まず，言託行の「多様性」を確認する

ことから始めなければならない。ことがらが多機でなければ，際準化とい

うこと 1=1身無広l床となる。 日本語のアクセン トについて，いったいどのよ

うな411準化を試みたらいいのか，いやねロ1実化をi試みるべきかずfかについて

さえ，実のところわたしにも成奈はない。それをJ5・えるのにもこの資料集

は最も基本的な情報似にな りうる。また i際水化」と いうことを離れで

も，この資料集を使ってアクセン トについて多年11丘めて米たいろ いろな課

題を究めたいという，む欲を燃やしているが，これは何 もわたしだけではな

かろう 。，;l'tI:機のなかにすべて人っていることは，このためにはまことに

k子部イトである。

いささか11て'ドをilllしつけたのではないかと，たえず気の1)Iける思いでい

た桁にと って，まず，そのことについておわびしなくてはならない。そし

て， li並 ~I析 を JV Jする JI I. 生'd>iーたちの jt!保 を絶する労 J17 にねぎら いのことは、をお

くりたし、。



宇品 え

1 .研究目的

特定研'先「言語の棋準化」の藤111奇班研究課題「日本語の標準化のlH主と

なるべき 言語構造」のなかで，!詩 ì~rr( ・ 佐 Jt会グノレープは次の目 的で研究を行

った。その第 1は次のとおりである。

1 東京語アクセ ン トの多様性の実態を明らかにし，その資料を『束

尽語アクセ ン ト資料』と して編む。

tL11 準アクセ ン トの法慨を東京語アクセ ン トにおくことについては，すで

に先学によ って述べられ，それに対する異論はあま り聞かれない。 もっと

もそれはま ったくないわけではない。そして，それと |期連して東京語の基

盤の上に標準アクセ ン トを決めた場合，それの習得 ・普及の点については

従来から危|其の声が高かった。 しかし，テレビ時代を迎え，テレビによる

東京語アクセン トの若い世代に対する影科力は極めて大きしそれは東京

式アクセ ン ト地域は言う に及はす，京阪式アクセント 地域や，さらに無111!

アクセント 地域にも及んでいる。その結果，東京語アクセン トは今や全国

共通語としての地位を荒々と確立しつつあ り， 圭J';，の是非を問わず，現実の

東京語アクセン トを標準アクセン トの基椴とせざるをえない状況に立ち至

っている。

それならば¥現代東京語アクセ ン トの実態は明確に把雌きれているかと

言 うに品ょにおける諸学者の秀れた研究はあるけれども，現時点ではい

まだ不十分な点を残していると 言わざるをえない。そこでわれわれのグル

ープが第 1に目指 したのは，標準アクセ ン トを選定するに必要にして十分

な現代東京語アクセン ト資料の収集である。中でも，地域差，年代差，男

女差，イI，'il人差などによるほか， 併刷による多機性の見られる東京語アクセ

カま き

ン トの実態把JN.がそのfH ';~' となる 。 本書はこの}，\についての実態調食の資

料をまとめたものである。

イl升究目的の第 2は次のとお りとなる。

2 Ii東京語アクセン ト資料』の分析にもと づき，標準アクセ ン ト選

定の方法を研究する。

ノド書資料の分析の上に立ち，多機性 を見せる現代東京語アクセン トから

いかにして標準アクセ ン トを選定するか。当然、のことながら，その)j法論

の雌立が要請される。現代東京語アクセン トが棋準アクセ ン トの基盤であ

るにしても，そのまま標準アクセ ン トとすることはできないからである。

目的の2については，資料将埋の各段階に応じて，随時検討-を行い，そ

の成果の一吉1)はすでに発表して来た。ただし，その本格的・ 総合的研究は

本書の刊行をま って行われる。

2.研究のあらまし

2.1 調査語の選定

調査語選定の基礎資料として，われわれは「柴田資料」と称する資料を

用いることとした。

「柴田資料」は坑代東京語アクセン トの多機'1中を見るために集められた

資料目鈷で，われわれが用いたものは柴岡武氏によ り次の手順によ り作成

された。

1 )イ ンフォーマン トとして ，'1'，身地 ・年齢 ・性がそれぞれ対立する 2

名の生粋の東京人ヵ、選ばれた。具体的に言えは¥LLiの手出身の若年j同

男'1"1:1名 (Xと/11再利、)， 下 [111 出 身の~年)百女性 1 1'， (yと111作刷、)である。

3 



2 )この 2 名が明。JW~国語辞典Jj (第 3版第1祁IJ，三省堂，昭56)一一以

下では『新|リJjfj平』と 111各称することが多い一一ーにおけるアクセン トのつ

いた80，846のすべての語と， ，'，己のアクセン トとを比べて異なるもの

をチェックした o

3) Ir主lilりJWf.Jjと Xとyの三者のアクセントが一致しない場合をすべて

』きt'l11し，カー ド化した。その数は17，518枚である。なお Ir新lり]W(o.n

が組数のアクセン トの引を，1主せている場介は無条件にこれに合めた。

4) llil.り山された引は 3者のアクセントとともにカー ド化される。

この17，518枚 (二17，518語)がわれわれがH::Jいた「柴旧資料」である。

なお I柴田資料」にはこのほかに 2名の東京人によるアクセント資料を

含むが，今回はこの資料の利用は行わなかった。以下で「柴田資料」と祢

するときは，断わらないかぎり Xy IJiij氏のものについていうこととする。

われわれは，この資料から日常比'1史的よく 用いる語を中心に制作語を選

定した。 I柴田資料」の全語を制査しなかったのは，時間的・ 料'{Ij的にそ

れが~!l，Ii坦! をともなうばか り でなく ， イ ンフォーマン ト があま り用い な い諸

についてそのアクセ ントをf制作することは，な|床が少ないと，¥，IJ断したため

である。調命刊の選定は，jj古川1l良h:H:・杭Jfふう己ーがれ本1;玲栄(のちに小林l径

が}JIIわる)とともに行った。ただ，この作業はアクセン ト制査と平行 して

行われたので， 全体の収録語数とのからみで盟主主語の )，~"ÌVi に 初Jめとあと

とでは多少の折れのあることを認めざるをえない。

次に， 日本政送協会科111 Ii'日本間発宵アクセン ト附典.n (第 15~I; iJ， 日本政

送iJ"版|励会，11049)一一以下では Ii'NHK.n とIiIX-ffl;することが多い一一ーか

ら I柴旧資料」には合まれない語で組数のアクセント1111!をイIする H市古li

を，訓告i言語として補った。

これら以外に，tVi'村凶行と詐:11ラ・ぷ|床下で|剥辿のある耐を11'心lこ少数何Iiっ

た。
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こう して選ばれた語数は見出し語総計約12，800語である。

2.2 インフォーマント

インフォーマン トのi鑑定にあたっては次の諸点を考慮、した。

1 )出身地については，イ ンフォーマン トが5，:&'から15，:&'の間， 東京都区

内に成育 している こと，及び，インフォ ーマン トの両親のいずれもが

乙種アクセン ト (東京式投び準東京式アクセン ト)地域の出身である

ことを原WJとする。

2 )インフォ ーマン トの年代層は現本社会で柄引tしている(または活叫

しようとしている)20代から50代 とし，比較のために60・70代 をも加

えた。その人数は|日者17名，後者2名である。

3 )学歴は，新制度履修者については，男性は大学学部卒業以 トー'女性

は')u期大学卒業以上とし， '"制度版修者については，男性はιl'学校卒

業以上，女性は山j等女学校半業以上とした。ただし，後者については

実際には男性に該当者なし女性は'"市II#I"J学校卒業以上の'下歴を有

する者が選ばれた。

なお，選定にあたっては，男女， }えび， 山の子 ・下'1IJの地域が-Jiに偏

しないょっ梢必:した。

資料では191'，のインフォーマントはAから sのアルフアベット(則性は

大丈下，女性は小文了:)によ って4長わされている。これらのイ ンフォーマ

ン トに つい て ー 以 卜ーの①~⑦を <<:{~介する 。

①性 ②生年(I!JoI併) ③峨業④hd終学歴⑤}， ' ;. fUf~ ⑥山の手・

卜.'1IJの別 ⑦父iサAの出身地

なお，③では制作|井Hfill与と終了11寺と で1[政業を具にするときは，そのIllrj~. 

を終了1I.y.，開始H寺の}II員に記した。また， 無職の場介は， rVl~ 1t開始以前の峨

業を(元)の次に記した。④では大学院修士説松， 14/1:謀科を区日Jjしなか

った。この点は③においてインフォーマントがザ:生の場介も |司 じ。⑤のJd



fj : }}~ では，行1\区内のJ品作は 区名 を 記した 。 しかし，それが山の千 ・ 下 IUl の

IdJj者を含む場令は，さらに品11¥かに記した。例えは¥ 「文京区tHi;P:Jのよう

に。⑥はインフォーマン トの}r';'住!軽からその言語が山の手的か下Ur]的かを

判定し， それを '111のl-J ' 1、， 1円 」によ っ てみーわした 。 ~J にはr， 1 '. ~g'J )起の

あるものを合むカ、と りあえずどちらかに分制した。⑦にはインフォーマン

トの父母が言語形成WJに肘住した主な地域を記した。

A ①ヲJ'lt ②1962 ③半日ト.④大学(イ|汗:1-11 ) ⑤ O一一収イl山飾区

⑥下Ilr] ⑦父一北区 lサ一江東|メ

b ①女性 ②1959 ③ql学校教諭 ④大'γ: ⑤ O一一一10il卜日J~ I )(: ， 10 

- 12新山県新山市， 12 収イ1:渋谷区 ⑥111の手 ⑦父一時 lllllL

深谷J!i / ~: - 下良県 ILLI佐iill J! i

C ①9J'11t ②1958 ③大'下院生 ④大'γ:1児(イ|洋 q1 ) ⑤ O- fJLイ1:

江東区⑥ F fJl j" ⑦父- ~U"ミ |丘 l辻本~í' iP..J リl L 小T- ~ J!î

d ①女性 ②1958 ③会社員 ④大学 ⑤ O一一刻イ1:1=1 ~I.\ rX: ⑥山

の手⑦父一山山県富山J!i，新什i区 住i一目梨|ズ

E ①男性 ②1953 ③ /=/本語学校教川 ④大学 ⑤ 0一一 2T代/111i.

2一一-JJLイ1:似附l天 ⑥下町 ⑦父一長野りIl-1じ佐久1tli'11モJH){/HT /::-): Jむ

U1UIIIIl¥J 

F ①51H'i: ②1950 ③附ヲ目白川ーは ④大引先 ⑤ 0--25 ~ U j川|凡 25

一一29北区，29一一33千葉県松戸1'11，33一一刻イ1:江戸川|メ ⑥ |、

11円 ⑦父一新伯区 吋一江戸川|ズ

g ①女性 ②1947 ③家業子伝④大学⑤ O一一劇作丈;~( l)(~似 iJ! 

⑥下/111 ⑦父一文京区似i-I':/ψ-fL点|メー

H ①射性 ②1943 ③大学教仔 ④大γ:1叱 ⑤ 0一一一1愛知県名 111出

I¥j¥ I一一7約 i'l区，7一一26渋谷区，26一一一35アメ リカ， 35一一一刻

5 

イ1 '. 東京都三J.II~， lî ⑥ IIJの手⑦父渋谷区吋渋谷区

l ①1女止ぐA性 ② 1943 ③ 7知抑無!V照v民〔叩)[i1正丸， (わj乙ω)ノlトド、〉ぶ"、

北区j沌屯型肝f川 3犯8一一耳現iイ作|正f束京布剖仰|日1同分ミ寺与午ミ市 ⑥下l川川H川] ⑦父一千代1+1区

旬 |J崎1怜j予阿県袋ヂ升井|ド二市

J ① 9引J上汁げ'11性11ゾ

一6三弔弔.県凹1=1二Ii'市有市，6一一1刊oi地Jf柱!住E区広!尾韮，1叩0- 1凶61-港佐区亦坂，1凶6一一一
2幻7大川区六却知捌郷肌11郊札!II札|目11，九， 2幻7一一28杉J並佐区， 29一一拘 束京都点久留米市， 39 

一一40*.¥1& U1k x.1i' di 1t!i般利， 40- fJL11:点京都市瀬市 ⑥止|の手 ⑦ 

父一地区芝 母一地区，N1，反

K ① 男則，性|

|旧到恒区区:了，計4fウケ-谷，2- 6台東区， 6一一一71合同浦和.Jili，7一一24台京区，

24一一 26川叶IS小平J!i，26--27 点~(f1IS Ilk)l~n f'rl1， 27一一34東京

都小平山， 45一一現イ1:芥川県高松i'li⑥下町 ⑦父一長ー野県北佐久

1m!ll千nれIIIT /母一渋谷医
| ①女性 ②1935 ③大学教'1.... ④大学院⑤ O一一28大田区中央，

28一一29フランス，29一一33人宇|日区中央， 33一一35アメ リカ， 35 

- JJLイ1.大川区111央 ⑥山のチ⑦父一地区西麻布 母一地区高愉

m ①-tcJ1l: ②1935 ③J:U'if} ④州大 ⑤ 0一一23渋谷区，23一一24

北行Ij:)且t淀川市， 24一一一28束京都町田市， 28 現イ巨大旧区中馬込

⑥山の下⑦父 11庄!?県高山市 町一11皮111県南山rli

N ①9) '111: ②1930 ③大T教'i.... ④大学院 ⑤ O一一30渋谷区，30 

砂Lイf:~~ ;~ (行I SÎi)，'~:;fl jバi⑥'-'1の下⑦父-J{トHl，k1'.似|払J，Ii/:Jj:ーI'(s十

J;i，j U ， ~除 JJ;(1 t! S ~~ 谷川

O ①必|ゾ1:②1930 ③111学校教"命 ④大学 ⑤ 0一一3北区，3一一5

ぇ;以|メ一 千駄木， 5 6相11~~ J 11 U ， ~ 刻附 J! i ， 6一一10J:'j' 1仁川大山J!i，10 

11地区山111，11 15丈以|足ノj、イ 川，15 24 新計I I)(~ ， 24 



43渋谷区，43一一現在新宿区⑥111の手⑦父一北海道函館市 母

群馬県安中市

P ①男性 ②1929 ③中学校教諭 ④大学 ⑤ 0一一18江東区，18一

一29渋谷区，29一一43東京都保谷市，44一一現在東京都東村山市

⑥下町 ⑦父一江東区 母一埼玉県大富市

q ①女性②1929 ③無職，(元)中学 ・高校教諭 ④大学⑤ 0一一

16目黒区，16一一17鳥取県鳥取市， 17-一一現在目黒区 ⑥山の手

⑦父一山口県防府市 母一文京区本郷

「 ①女性 ②1920 ③無職 ④専門学校(I LI市1]) ⑤ 0- 4豊島区，

4一一6時国京城 6一一24豊島区，24一一25群馬県渋川市， 25一一

現在車貼区⑥山の手⑦父 山形県鶴岡市，新山区 母一山形県

船附"i，港区青山
S ①女性 ②1911 ③無職， ( J己)大学教官・ ④大学院 ⑤ O一一30

港区亦坂， 30- 60文京区千イ/， 60--63新宿区， 63一一現在千

葉県君1=1':dj ⑥山の手⑦父一山LI県山口市 母一千代田灰

なお ，-柴田資料」のイ ンフォーマン トx. Y ITllj氏についても， A-s 
になら って①~⑦を次に記す。

X ①男性 ②1955 ③会社員，大学院生 ④大学院⑤ 0一一現在

新宿区⑥山の手⑦父一新宿区 博一山形県油田市

Y ①女性 ②1920 ③ 日本語教育家 ④大学専攻部(旧制) ⑤ O 

13港区芝， 13- 42世田谷区，42一一60目黒区， 60一一現収板的 名刺(代才I耐を含む)では，原則として付属語 (-i三と して1J~I の助制 )

区⑥ FII汀 ⑦父一制岡県福岡市1#:-千代田区 を下接させた丈印jを含む文，または辿文節を作った (1-3， 5， 6を参

表 1

。

速

く

の
咲

時

が

は

草
一恥
敗

露
一ψ
成

司

i

内
ノ
“

3 ?/，'，~中 の人。 渦中が 。

4 光|絵矢のごと し。光陰が。

5 学がある。 (学=知識)

6 ダイヤを買う 。 (夕、、イヤ=ダイヤモン ド)

ダイヤが乱れる。 (ダイヤ=夕、イヤグラム)

7 ディーゼソレ機関が。

8 態度が硬化する。硬化が。

9 薬剤!の散布を行う 。散布する。

10 果敢な攻撃。果敢だ。

11 錦仲たるメンバー。

12 平均を上回る。上回るということは上回ることだ。

13 月がメLい。丸いとし、うことは丸いこと fご;

14 長のいとま。長のということば。

15 そっとささやく 。そっとということば。

16 そしてこういった。そしてということは。

2.3 調査票の作成 )!(¥ )。 また，名詞に|恨らないが，必要に応じてルピをつけた(2を参照)。

調査票については，表1を見られたい。 助詞 「の」などのように，見出i塑名制を平板引とするものは，これを避け

た。もっと も 3のようにこれを用いるのが自然、な場合には用い，さらに

「カ

6 



詞だけを文節とする調査文も少数ながらある。この場合は，名詞に「が」

を下被させた文節jを日Ijに調査した (4を参附)0 5， 6のよう に説明を加

えることが望ましいときは，かっこ|刈に説l引を付した。一部の名詞では助

制 「が」を下抜=させた文節のみをのせたものがある(7を参!!(1)。 名詞の

うちサ変動制を有するものは，8 ， または ， 9 のように扱 うのを 原 ~IJ と し た 。

形容動詞の夕、 JIll活用については，10のょっに辿体形と言い切り の語)f;を

とりあげた。ただし，その-hのみを採用したものもあ り，中には連用形

めニj肢を採った場合もある。また，タル ・卜 引用用については，11のよう

にタル形を採用したが，場合によ っては 卜形をほ用した場合もある。

なお r柴出資料」は名詞 ・形容動詞はsjl計iJ rと」を下接させ rーとい

うことはJ (-の部分に名刺，形谷動向の諾i昨)によ り淵先している。

動計lについては12のように言い切り 形のほかに r_ということは~こ

とだJ (-の部分に助制)のように，助制 「とJ )立ひ、形式名剖 「こと」 カ、

一卜抜2する場合をも調べた。JIラ谷川については，13のように，動計lに1¥1，じる。

動詞 ・形谷詞ともに言い切り j伝を省略した場合がある。なお r柴出資;jS1.J 

では，動詞 ・形容詞は r_ということは~こ とだ」によ ってのみ調布が行

われている。

j主体制 ・I:i-jlj詞 ・接続詞については，14， 15， 16を参!附されたし、。それら

の語の文中での位われ)]とともに r_ということばJ (-の部分に述体詞

・副詞 ・接続詞)のように， 助詞 「と」 が下接する場介をも調べた。 r柴

田資料」は例外はあるが後布ーによる訓査法を採)+Jしていたからである。

調査裂は各回600項目を目安に作った。1項目と いうのは，例えは，表

の1から16のそれぞれを指す。1I!.IIにつき 600J1'i 1-1行ったのは，次に述べ

る調査法では 600m EIが限度だと考えたからである。 調査文をかかげるこ

とは紙IfJIの関係で今凶は定IJ愛した。しかし，本書改訂版FIJ行の機会にはこ

れをのせたいと巧えている。

7 

2.4調査法・記録法・記録者・資料の処理・調査の実施など

調査は調査文を読む方法をとった。初めに調査者がイ ンフ ォーマントに

面接， 一般的な留意事項を説明し，個々の場合に即した注意(例えば，も

っとゆっくり 読む，はっき り発音するなど)を与えつつ，調査を行った。

調査文は通して2回読んでもらった。そして，イ ンフォーマン トにより 若

干の差はあるが，第4調査票からは通信調査と した。つまり，調査票をイ

ンフ ォーマントに送付， 返送された鉢音テープ(通して2回読んでいる)

から，所定の諾のアクセン トを記鈷する方法である。記録さ れたアクセン

トはさらにチェ ック者が検討，必要に応 じて再調査を行った。しかし，イ

ンフ ォーマン トのっち H，J， は寺聞の|射係で一部の調査票につい

ては 1回の読みをもって代えた。この部分については今後早急に調査を行

い，資料の統一性を図 りたし、。なお，インフォーマントのアクセントが2

固追う場合，記鉢者・チェ ック者に認知に興|司がなければ，これをそのま

ま採用した。

チェック者が記録者とアクセン トの認知lを異にするときは，次の処埋を

した。

1 )チェッ ク者が!三l信をもって訂正した場合は，チェ ック者のアクセン

トをJ采用する。

2 )チェック者カ、記鉢者のアクセン トの訂正に自信のない場合は，記1J

{'i-のアクセントをほ坪lする。

なお，インフォーマン トのうち b，E， F， N， s はいl省によ って 1'1

己のアクセン トを記蝕した。|付省による記鈷と鈷音による記鉢とは，厳密

には|正日IJされるべき もので，この.'.¥は今後の{JWft:説i屈のーっとなる。

なお，1Ji'T資本:1のアクセン ト聞き取り の|際には，当然のことながら解釈

を)111えないで，11小、たとお りに記3ました。この資料集で長吋丘，i，投下f， 2 

重lサ昔を持つ市iでそれらのl直後にアクセン トの下降を刊つ場合が往々出て



フ|とるのも，上の態度をYIいたことが一つの理由である。 したがって，上の

ような場令も，例えはも っとゆっく り丁寧に発音するようなときには， 卜

|峰の位置が前に移動する場令もあると巧ーえる。ただし，似1守を含む諸にお

いてはアクセン トの下降の位世ヵ、促刊の前にあるか後ろにあるかの判定は

困難であり，この場介は-111に促背の1手lに下|昨があるものとして処思した。

記鈷者は次のとお り である 。 なお ， かっこ 内には ~TI 当した主なるインフ

ォーマン トを記号で記した。

相j弔正夫(i )， 稲恒滋子 (H，I )，大川泰イー(d )，小北紀子 (0 )， 

小林附 (m)，佐藤克一 (P)，布1)染l直也 (C)，1=11 ，I: ，~rll 美 ( A ほか)， 

時制良雄(g )，桂IJ困生保子(q、r)， ?)立辺4・代イー(J， Kほか)

チェックは渡辺苦手代-f，春RiJJ;(ず小林澄 fーがtll_当したが， そのかなり

の部分は渡辺による。

記鉢者(または内省者)は， ïij;'~俗語 (を含む丈百ìi など)が )'1 仮名で示さ

れている記3北京lこ，キ~~を 'J1くなどのh法で，それぞれのアクセントを記入

した。それを熟練したアルパイターが数千に変換する作業を行った。なお，

ミスを|坊ぐために，変J換典された数'f下I子:の.'

記5鉢求J京目目.に記鈷されたアクセン トと-4本本!ドドi記;資辛料|の数?字:表7示I示tとの|山凶具則H係系について'

以下fi1二の例 をあげる。

1制作詩 (下楼形式) 記H却のアクセ ン ト 本資本1-の:&刀ミ

例 1 ほい(言い切り ) アサイ 。 O 

例 2 j長い (と) アサイト O 

例 3 j支い (と) アサイト 3 

紗IJ4 浅い (ことだ) アサイコ トダ。 O 

{少IJ5 浅い(ことだ) アサイコトダ。 3 

例 6 はい (ことだ) アサイコトダ。 2 

例 7 fT仏 アオイキ トイキ夕、。 O 

8 

例 8 青息吐息(だ) アオ イキトイキダ。 5 

例 9 青息吐息 (だ) アオイキ トイキダ。 3 O 

例10 青忠、吐息(だ) アオイキ トイ キ夕、。 3 -1 

紗1J11 肯j言、Itlこ息(だ) アオ イキトイキタ 0-3 

WiJ12 育忠Itl-.KJ、(だ) アオイキ 卜イキダ。 o-0 

なお，似IJ1は下接する付属需がないため， 0と3のいずれのアクセン ト

であるか判定できず，例11，WiJ12の前部(アオイキ)も， 0と4のいずれで

あるか判定できないが，ここではかかる場合にはいずれもOとして表示した o

後i主の WNHKJJ W/.I)J解日本語アクセン トIW-!.It!-JJ W全 Ilil アクセン ト tj'f:-!J-j~ .JJ

Jfr械の出のアクセン トを数'ドに変換する際も，アルバイターが 卜とl，iJじん

il::によ って行った。なお rJ-L i列」の 3も参j! (~. された い 。

アクセン トを数'/=で表心する万法については『新明解』付鉢 「牒准ア ク

セン トへの手引き」などを参J!(1されたい。

調併の結果はすべてコンビュータに入力した。入力作業は業者に依頼し

た。入力されたデータから本資料を作成するための北本(1りな細川集作業につ

いては，主と して国立IJil語{JJI究所企言語変化研究部部1イi)1究宅のパーソナル

コンビュー タ1F800 (iql屯会oを佐川し， r:rlAl: IJ j}jl fl':，; 1111力のために|五|立国語
イl汁究所の大11111コンビュータ ACOS-550(日本屯気)を仙JlJした。

コンビュータによる処則はプログラム作成を含めてすべて沢木幹栄がJII

当した。

ilJ ，'~ 慌のら~JjÚ!年月についてかんたんに述べる 。 昭和57年 8 月 予備制脊，同

年11月試験訓不正を実施， 同年12)Jより本調合iを開始した。Hf(手[159年 9月よ

り十IJ:iIJ;'村正に入り ，同年12月すべてのインフォーマン トの制脊を完了した。

その|緊， 研究協力者との打ちイトわせ会議を!姐H寺IJlJき 制作にl刻する粁!々

の協議を行った。

2.5 成果の発表



後者として同校通学区域の41名(大部分は中学生の親)の調沓生徒79名，本研究による成果の発表は次のとお りである。

を行った。『言語の桔!:i.\I~化1 馬瀬良雄「標準訟の考え)JJ (言語の標準化研究報告

1 I'尚 吾'li
二l~ rl l:l制査内谷は「読ませる訓査J (調査語を「組文J 1文節言い切り 」1I召58.2)の基礎』特定イリ|究情報化社会における言問の標準化総J百HE，

「聴かせる調査J (A， B = 言い切り 」の形でそれぞれ3回読ませる調査)， (言語の佐藤必ー「東京語のアクセントの実態とその分析」馬制i良11ft，

共通アクセントを選は、せる調査)の二つを柱とし，ほかつの型を聴かせ，『情報化社会における言語の棋準化総折fJlNf究2 楳準化研究報告

にrl'~学 ~I :，ではアクセント教育の効果・の有無についての実験的調査を行ーっ成果報告書 1982.n昭58.2)

fこ。佐藤氏一「アクセントの標準化一一一東京語アクセン トの実態!品刈!良雄，

、l
 

/
 

iJ¥木幹栄，j。調査者は馬淵良hit 1:左雌完一，制査年月は昭和58年 9とその分析一一一J (イl汁究者代表者j能IIJ*JI4也 『日本語の牒単化の基燃と

大西妬遠藤仁(東北大学助手)， 林|時のほか，加藤正信(東北大学教授)， なるべき言語構造(中11¥j報告書その1) JI JJ百58.10)

柴田雅生(以上東北大学学生 ・大学院生)が行ったo佐JI:糸fI裕，一自IS，佐藤必ー「標準アクセ ントの必盤と しての東京語アクセン ト馬iAifi良h:fL

'1こI学生と おlの世代と のあいだにまず，制査結*のー音1$についてiliべる。附ー:無111アクセント 地域におけるアクセン トの共通話化J (言語の出

アクセントのうえでいちじるしいキ|卜迫のあることが指摘される。すなわち，『情報化社会における 言甜の般市化総1，~HE 研究成4 1V~化研究報背

中学;ÿJ~の世代ではどのインフォーマン ト も極めて11V11 アクセント 的だが ，果報背書 1983.JJ U白59.3)

生では全体としてかなり共辿認ないし点京語のアクセン トに近い。「束京語におけるアクセントの多械性の実態とその佐JI:五必.1.日 iMi良止H~ ，

また，「i光中学生 ・親ともに女性の)Jが伴点が高い。男女を比較すると，分析一一一アクセン トの収準化のために J (1fT言問の服申化」研究'1
'

1 Jf:t¥かせる全体としてとを比較すると，「月!E、かせる制作」とませる制作」11百59.10)114J報千子』

ÎiN~作」の }Jが得点が高い。!川 ifi良h:ft， ftr: J恥ょー 「東京間アクセ ン ト の訓伐と その資料分析---f~J':1¥1'， 

オ1・ぃ世代では ;! I~JJ民百ないし~!l、lJIll1 アクセ ン ト f也J:~.x. で・も，いずれにしても，アクセント選定のために一一一J (1fT言語の村刈{ミイ七」イi)f究報t~.JJ 11百60.2)

つあることがうかがえる。全凶各地*京語のアクセン トを急.iiliに挫科し(付)仙台市方言アクセント調査2.6 

*J~(B{~fアクセ ン トを )1刊誌として日:準アで|司憾の{削lilJが認められるならは¥それがアクセント体系の見なる地域叫ヤ¥1'，アクセン トの選定を1]っても，

以IJijにもまして妥当であると J!5・えられる。クセントを決めることは，その立|床は少ない。そこでかかるの者にと って無紘のものであるならば，

おわりに2.7 f~Jl 1¥1，アクセン トを受け入れるぷJ也をイJするかずjかに地域に生育した者が，

本資料集ができあがるまでには極めて多くの }J々の f~;1l}半'11'iと御協力 をいついての小IV，I~併を実地した 。

ただいた。19人のイ ンフォーマン ト及び'{iJf光協力者諸氏の長:WJにわたるl猷制作j也.'，'，':は白域保1111fi ，jj 0 Jl Ìl邸内アクセン ト といちじるしく 性格を b'~， に

束 j~~詞アクセン

本資料の日(i修1iーとして終始かわらぬ修IH行J井

また，身 ílZJ ・ fí''i似 (IZJ な f~;1l 1品ブJ に点心より f~;IJ札 111 しあげる 。

ト.v，'t?fをわれわれにffJJめられ，

9 

する711LJIlllアクセン トをイjするIから;:t!}んだ。

riij者として1111fi けiiLlL怖'-1"γ:校I Ur'~ 1i:対象は'1Iq:'~七 とその ，YJLの世代 とし ，



をたまわった，本特定研究の研究代表者柴田武先生，ならびに本研究にお

いてわれわれのグループが属 した此の責任者として懇切な御教導をいただ

いた東京大学工学部藤1[1奇博也教授に感謝申しあげる 。 調査資本| の箆茸I~に あ

たっては次の方々一一一石被舟美子，大勝和子，奥山紀栄一f，河西秀早-f，

佐!峰央， it道l別-f，内J峰静香，星野41;イー， ll~ 出 f米-[-，同 iMtW IJ -[- ， 馬 iMtはる

か，宮田ひろみ，初11真';，山崎かえでの諸氏の協力を仰た。さらにまた，

凶立国語研究所民白沢正校氏には/i~;i， l にわたるお 世話を いただいた 。 な お，

コンビュータによるテータ処埋は研究協力者である国立国語1iJf究所主任イl汁

究宵沢木幹栄氏にその一切を負うているが，この[(Iiでは国立IJil言語研究所員

此凸雄二氏，点京大学工学部大学院学生亀田弘之氏にも誰11協力 をいただい

た。記して感謝の意を表する。

イ"資tl. !tーでは 川書のアクセン ト fl~\J に ， 金田一京JJJJ ・ 金田一科長 ・比坊豪

紀・柴田武・山田忠雄(主l昨)細川 『新lリJfrJ!(IEI 百{:h'(: 典，~ (三行吐)， 1二|本版送協

会科 Ii1::1本2147EAアクセ ント，f;'(:典.Jl(1::1本版送1:1¥版協会)，令LLI-o(F彦lti修

・秋永一校制"ililりj解日本制アクセン トl作典.Jl (三名、，;;i:)，、ド山:h'ilfヲj私，i1(全IJ;.1

10 

アクセント附典.Jl ( 点京 ~1:!:LH版)から，必要な語のアクセン トを記した。

これらの川7!?から受けた学思の大きかったことを記し，関係各位に謝意を

表する。

なお ，.柴出資末、I'Jを収集するときのアイデアは， Andre MAI<TINET 

et Henriette W AL TER， Dictionnaire de la prononciation francaise 

dans son usage reel， Paris， 1973.にねうところがあるとのことである。

内科については71-戸とアクセン トの辿いがあるものの，本資料は 卜.記の，rj'(:

lliと肩を並べる 日本部川典と言うことができる。

この資本lt/:iは者111訂すべき多くを持っている。補充調査を行い，迫力11資料

を加え.改善すべき点は改善し，刻代束京語アクセン トのよ りよい資料集

とした い と巧-えている 。 御 :ô~ 見 を お寄せいただければ幸い である 。

II{{和60年 2)J 

}，!ふ iMt 良 h:(1~ (信州大学)

{)，てl雄記 ー (Itl立|王|耐{iJf究所)



凡

本書のアクセ ン ト資料は，左側!から見出し語，語Jf3，畔書のアクセン ト，

「柴田資料」 のアクセン ト，東京語アクセン ト資本|の)1闘に配列されている。

1 見出し語

見出し語には漢字・似名交じりをあてた。そして必要に応じてかっこ内

に説明を付した。それには大きく分けて2柿知ある。

1.1 略号によるもの

111名号によるものを表としてまとめると次のようになる。

( 1矢) 医学 ( 11，) 古語 (虫)(f(l)を付

(衣) 衣服・服飾 (国) 国名
した。)

UI0 運動 (リ己) ~I~ ì由j'!ーJI日ま口l (年) 年号

( 11央) 映画 c;;) 也教/ J、/)， (農) 農 ・林業

( ('1:) 音楽 (書) 書名 (仏) 仏教

(化) 化:学 (村i.) 刷物 (物) 物理

(出) 器共 (食) 食料品 (文) 文学

(丸) 気象 (神) 神道 ・存11事 (政) 放送

(続)経j所 (数) 数学 (薬) 薬剤

(ぷ) 芸術 ・芸能 (俗) イ谷諾 (遊) 遊戯・遊び

( )剃出場IJ (地) 地学 ・地埋 (料) 料理

( is) 建築 ・挫造物 (天) 天文学 (歴) 歴史語

( ，n 言語学 (動) 動物(烏.Ul. i(lに

は必要に!必じ(烏)

11 

例

以上のほか，lqi詞をホすため次の111各号を用いた ところがある。

(名) 名詞 (代) 代名詞 (副) 副詞 ・副詞的用法

(連体) 連体詞 (接) 接続詞 (!EE) 感動詞

1.2 略号によらないもの

111名号によらないものはほぼ次の三つに分類される。

1 )一日記(-スターになる)

入る)

後ろ指(-を指される) 悦 (-に

2 )一校(=一つの学校)

深手 (=重傷)

一校(ニ全校) 参院(=参議院)

3 )サウスポー (野球など)

ノギス(工具)

仕切，]1宜し(相J業) 四国 (地名)

上の 1)のかっこ内の説明は，見出し語の使われ方の紗Ijをポ したもので

ある。この場合には調査丈をのせた。 2)は見出し語の言い換えをかっこ

内にぶしたものである。この場合は=の記号を用いた。 3)は見出し語の

関連する分野な どをかっこ 内に説明したも のである。

1.3 見出し語の配列

見出し訪の配列は50古川長を原 ~ IJ とし，かつ，表音式によ っている 。 ただ

し，形式投び意味のうえで互いに関jjfのある語は，互いに比l鮫できるよう

に配列した。例えば I演ずる」は「演じる」の次に配列され I塩水J(え

んすい)よ り前に位出するなど。ただし，制11古1$にわた っては肘書の配ダIJと

してIL}考ーを要する11古|所が若「あり， この点については次の機会をまちたい。



2 語形欄

2.1 語形の表記(1 ) 

語形は)'d)i名で表わ し， 表背式をはった。表記の，1;1，(で注;むすべき 点を次

にあげる。

① 長時音は片仮名にーを付して表わ した。エーズjレ(iJ央ずる)，アイ ス

コーヒーなどのように。また，動詞 ・)1ラ寄れlの打fi用語尾に現れる長l辻

音もーで表わした。ユー(言う)，カナシー (悲しい)のように。ただ

し，インフォーマン トが例えは、[eizuru](映ずる)，[iu] (言う)めよ

うに 2重同音と して発音する場令は，それぞれ，エイ ズ/レ， イウめよ

うに表記した。ま た， 例えは・「凡人る J r川一」のように形態素のつ

なぎめに現れる|司じ l母音の述統は，イ ンフォーマン トが長町内:と して

発音した場令も，それぞれ， ミイル， キイツと表記し， ミール，キー

ツとは表記しなかった (8.1を参!!(¥) 0 

② カン ボジア(国名)な どに坑れる述吋:(';""[ia]は，イ ンフォーマン ト

によ り， [ia]のほか，[iia] ， [ija]などとして坑れるが，これらは書き

分けることなしこの場合に民IJして言えは¥カ ンボジアで表記した。

ただし，[kambo3a]のよう な発計はカンボジャと表記した。

③ {紀子;二は小文~:のッ ， 披音は ンで表わした 。 例えば，イ ッテン( 1点)

のッやンのょっに。

④ ~~t'~ (i二[り]とIJJ飢Tjt.:[g] とは書き分けなかった。したがって，[lJa]も

[ga]もガで表記した。

⑤ 母7干の ~!'.~声化は特に アJ \すことはしなか っ た 。

2.2 語形の表記(2 ) 

名詞では，見出し56「家出」を例に とると，その間)1ヲ抑制はイエジ/オの

ように記されている。これはこの制がJJ))F，iiJ rを」を ド按させた丈仰を含む

文で調査し たことをぶしている(実際の訓命丈は 「家怖をたどるJ)。そし

12 

て自立語と付加;語のあいだには/をづい、た。ただし，制査丈が 「光|注kの

ごと し」 のような場介は，語11外相には コーインを まずのせ，さらに「光|岱

が」の調査からコーイ ン/カ、を次に配した。

サ変動詞を有する名詞の場合は，名詞形/イ寸属語形と，名詞形/スルの

2 )1ラをあげた。例えは¥ r!感謝」 を例にとれば，訓先文 r!也、謝に堪えない。

感謝する。」に よって諦j例|制はカ ンシャ/ニ，カ ンシャ/スルとなる。

j医科動計jはその詩11?を名詞にi'¥I{じて扱った。制ゴキ文「裕制な家。裕福だ。」

を例に とれば r裕和j'lJを自立語 rなJ rだ」を付属語に準ずるものとみ

て，liliJMMillにはユーフク/ナ，ユーフク/ダと してのせた。

動制 ・形容詞は次のょっに扱った。 仔Ijを動詞「行<J にとると，調高文

「学校へ行く 。行くということは行・くことだ。」によ り， 語形制はイク，イ

ク/ ト，イク/コトダによ ってぶされる。ただし，言い切り JIヲを調査しな

し、場令のあることは，すでに述べたと おりである。形容詞は動詞に準じる。

j主体I~ I i J・l..o;IJ制・接続前!などの場令は次のようにt&った。例を日IJ詞「そ っ

と」にとると，調査文「乏ユeささやく。三三主と いうことば。」により，

市Jf~ {1制はソッ ト， ソッ ト / ト でボされる 。

2.3 語形の表記(3 ) 

インフォーマン トがわれわれがJUJ糾 したのとはY4なった形で抗んだとき

は，)J;U!IJとしてそのがしみをそのまま本資本|にのせた。 例えは¥制作文「机

に似ぬ fは!札 fだ。」の rl比イー」をオニッコ，オニコ r態j広がきっと なる。」

の「きっと」をキーッ トと発7干した場令がそれで，liij fiではオニゴの次に

オニッコ，オニコ，後.(iーではキ ットの次にキーッ 卜を，それぞれ，配した。

こ れらの川 ) 1予のなかには 1 1 1' い 京~~(ri{'i-の桟存， 杓:.;.j{:の止はく刊の対:'Lえと 比

られるものも合まれていよう 。

3 辞書所載のアクセント



時書と して『新|明解国語l伴一典J (部3版部 1~T;IJ ， 11百56，三省立) (~新町j

W(oJ とIIIUfl;)， ~ 日本語発汗アクセン ト tî'(: 典J ( 第 15 ~I; iJ ， u白49， 日本放送出

版協会)(WNHKJと111各称)， W 1明解日本語アクセ ントg{典J(第2)恥 部1

~l;リ， H百56，三省堂)(W明解ア』 と|略称)， w全同アクセン ト i伴J):l~'J (凱20版，

[1百54，東京堂出版)(W全同ア』と111再利、)を選び，そのアクセン トをのせた。

本資料ではこれらの喜のアクセン トを、それぞれ 1新明解J'NHKJ 11リl

解アJ1全13，1ア」の表示下に数寸:によ ってがした。『新|りJjfJltJを|除く 他の3
怖の，H典では，そのアクセントは献によ って不されているので， これを数

7・lこ置き換えて表わした。数'f:によるアクセ ント表ぷの)j法については，

「まえがき」の 2.4 を参)1\\ さ れた ~) o なお，川蓄のアク セ ン ト をみ;資料の

川7!?のアクセン ト刷に，1ませる|捺の住立.I，¥iま8.2-8.6を参!!¥{，されたい。

4 1柴田資料」のアクセント

「柴田資料」のX'Y氏のアクセン トは X氏を先に y氏をあとに，

これを数字で記した (8.7-8.9参!!¥¥)。なお，この資料のアクセ ントはもと

もと数下をも ってボされている。

表の UI制について， 卜段のローマ'j<はインフォーマン トの出U-(大文下

は到性，小文'j<は女性)であ り， rl'段の「山」は山の手出身 1ー卜」は下

クセン トが収められている。2固とも同ーのアクセ ントの場合には，その

アクセン トを-4L記した。例えば 2固ともアオノ'"(古"mnと発音した場合
は1のように。異なるアクセ ントの現れた場合は，そのアクセン トを数値

の小さな)llfIにのせた。例えば，アルプス，アルプス(アルプス)のような

場ー介は， 1， 2の)lltIに表わ した。

インフォーマン トのアクセン トは年齢の若い)1頃に左から右に|刈けて配列

した。上側のローマ'F，下・山の記11札 生年を表わすアラ ビア数字の用い方

は 1柴日l資料」の捌のJ易令に準じる。

6 付加情報について

本資料集のア クセント州にはアクセン トを示す数字以外のね二号が付され

たものがある。これは，H書 1柴田資料J， 調査資本Hこ付された「新J1古」

等の'IY]報を符号化 したもので，一|ご記のとお りである。

+(多)，M (柿)，A (新)，F (，In， K (二義的発音，許可等さ れる
アクセン ト)，T (.t也J点的)， X (その語をf史肘しない)，N， * (Nと

*については14t{参照)

上記の伯報がアクセントについてのものである場合には，その杓:号をア

クセン トを表わす数'[:の有iJ!lJにお き，それが調j均五百についてのものである

川11'，身であることをノJ¥す。 1汁:立の55，20はインフォーマン トの生年をぶし， 場介には，数'j-:の下に置し、た。

それぞれ， 1955年，1920年に作ーまれたことをムーわしている。 例 1 ~; II r アイコ/ニ o (K氏の場令)

5 調査資料のアクセント

19名のイ ンフォーマ ン ト のアクセン ト ii，昨書所 11~のアクセン ト 1柴

1:1:1資料」のアクセン トの場合と |司じよ うに，数'了:をもって表わ した。!A請

などでアクセントの切れ凶のある Jt'jイトは，切れ 佐|をハイフンで表わ した。

批音資料ーには，l'iiJ.iZtのように，イ ンフォーマントが過して21旦|読んだア
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3十

このJt'j令は 3のア クセン トをOのアクセン トより も多く 用いることを表

わす。

仔IJ2 命じる メージル/ ト o ( g氏の場介)

3 

十



命ずる メーズル/ ト O 

3 

この場介は「命ずる」 よりも 「命じる」を多く 使う ことを表わす。

なお， i}iIJ 1， 似IJ2の+をみてもわかるように，それと対比すべきアクセ

ント，諸には特にそれを表わす作」サをつけなかった。 -¥と並iEされている

アクセン ト，知似の言告がそれにあたる。

例 3 IUJ仙11 アカ/オ 1 ( q氏の場介)

X 

この場介は 'IUI仙IIJ という討を 1のアクセン トで抗

川 しないこと を表わす(8.10参附)。

Nは，その使用は柿であるが，1司ーの立|床を表わす I(し、に知似した，Nf}F~ 

を1".IJ:つ仰数の討のなかで，より多く 月い、る諮をインフォ ーマン トが指摘し

た場令は，その語の下に記した。

{タIJ4 五一ずる アンズル o ( b氏の場介)
N 

アンジル O 

このJ品作'i，'案ずる」も「案ずる」もその他)11は村iであるがIlltj1'i-を比較す

るとどちらかと言えば「案ずる」をより多く !日いることを点わすo この場介

も Nを付した耐と刈比すべき 耐を刊にKぶする記けはっけなかった。

*は， t1N~ 1t資料に J采 ) IJ した語と昨:1 1干の記 ，I!長の耐とのあいだに ;~lf ) I:~ また

はなl床・ )IJ法のうえでずれが認められる場介に， S'f: 1';:のアクセ ントの ドに

記した。
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例5 ぴく りと(-動 く) ピク リト『新明解JJIiNHKJJ 1í ':~:1解ア JJ Ii全国ア』

2 22  

3 3 3 

* * 
この場合は，われわれのi調査ではピク 1)トを単位としてそのアクセン ト

を記似し，-))1昨喜では『全IJilア』はピク 1)卜を単位としているがIi新'1):1

W(oJJ 1ï '~:I Wfア 』 ではこれと少しずれた語 )f~がのっていることを示 し て いる 。

実際には， liltJ者における単位は ピク リである o なおIiNHKJJには「ぴ

くりと」ないし「ぴく り」の認は収鉢きれていなし、。また，柴田資料」

の*もl作子l干のJi'i合に準ずる。

例6 『新|り~jfjî(o JJ Ií N H KJJIi，りl解アJJIr'全1f.1ア』

ぎゅうぎゅう(-詰め込む) ギューキュー 1 1 11  

* 
|¥のJ者イ七 『剥i"リJ解』には 「余怖が無くなるほど怖く 1"1'しつける(詰め

る)様 (J との記述があ り IiNHK.，Oには，-諸める J，Ii全国ア』では

「72ーキューツメコム」の)11例問、にアクセン トヵ、記"返されているカヘ
Ii，り1frJ!(，ア』 では ギユー ギュー(-すると)の)1ラでアクセントが記

。|弘されており ，われわれのl制作との聞に，む|床・刑法のf':1二の述いが認めら

れるので *を付した。

7 注記について

本資料 では，it:.Jf~ ・ アクセントなどを j i i l iUによ って州外にノドし た場合があ

る。この場合には言語JIラ・アクセン ト州に(住)，または(註1)(佐2)・

てフJ'し，それぞれのページの側外 (下部)に注記の内符を記した。例えは¥

|¥巻本文74ページ を参!!¥l.されたい。



8 付 ーじ吾-ロ

8.1 i着通すJ i多い」などは，主としてそのアクセン トの位置によ り，

キ トース，オーイのょっに長母音としても，また，キトオス，オオイのよ

うに母音速統としても実祝される。ここではIlhJ者を区別せず，キトース，

オーイとして表記した。

8.2 辞書のアクセントを本資料の俳書アクセン ト欄に記入する|療の注

立点を次に述べる。

名詞では，秒IJえば「時草Ji釣糸」をとると i尚革がH長<0 J i釣糸をffi

れる。」の調子正文から，ツユクサ/ガ，ツリイ卜 /オの段の所定制lに，各i昨

書の「露草J i釣糸」のアクセン トを数'''"(で記入 した。『新l:ifJjiJlf' Jlを例にと

ると ，そのアクセ ントは前者は 2，後者は 0， 3である。形容動詞は名詞

に準じて1&った。

動詞，形容詞では，例えば「まごつく Ji)しい」を秒IJにとると iとっさの

ことでまごつく 。まごつくと いつこ とはまごつくことだ。J i片が丸し、。九

いということは九いことだ。」によって調査しているので，マゴツク，マブ

ック/ ト，マゴツク/コトダ :マルイ，マルイ / ト， マルイ/コトタの械

の各所定fl制に，名li'f:fk}:の「まごつく J ijしし、」のアクセン トを記入した。『新

|リJfiJItJlを例に とるとそのアクセン トは ともに Oである。なお，まえがきの

8ページを参!!({.されたい。

「まごつ くJ i)ししりのように平板J11のアクセントの場合，マゴツ ク/ ト，

マルイ/ トのアクセン トをやは り平板1111ニ Oとしてよ いかは，ま ったく問

泌がないわけではないが i柴川資料」における }j法をこの場合踏襲した。

MIJ ~~可 ， 持J流計l などで、は ， WIJえtfiおちおち」を例にとると iおちおちIIK

れない。おちおちと 。」によ って調査しているので，オチオチ，オチオチ/

トの横の各!リ'i"iJ:: fl~\Jに各伴書のアクセ ン トを記入した 。 『新 l明 jfjI(o Jlを 似Ij にとる

とそのアクセントは3，1である。

8.3 作書のアクセン ト欄でアクセントを示す数字をかっこで匪|んだも

のがある。

名詞では，例えば‘「予i脱き」では「手漉きの和紙。手漉きが。」によ って

制脊され， テスキ/ノ，テスキ/カの『新l州事hアクセ ント欄では，前者

は(3 )，後者は 3によって示されている。このかっこは尾高型の語に助詞

「の」が続く場合，尾高111Jは平板型に梓わる傾向を有することを意味してつ

けたものである。

なお，独立性の少ない音韻が最後の拍に来た中高型の語も， 助詞 「の」

が統〈場令，中高J111を平板型に替える傾向を持つと言われる。しかし， 本

資料では，その傾向は尾高111の語の場合ほど規則的ではないとみて，かっ

こはっけなかった。

「害IJれ鍋に綴じ葉。綴じ長がJi星の11舜き。11舜きが」におけるように名詞

で終る調査文を含むものがごく 少数ある。これらのうち，尾高型を持つ語

についてはそのアクセントをかっこの中に不した。この場合で言えば『新

1:!fJí~~ Jl Il'明解ア』におけるマタタキの(4 )がそれである。このかっこは尾

高111!の語はこのような場合，平板]111と同じように実現されることを考1語、し

てつけたものである。

「一式」を見ていただきたい。この語は iilfl絵の道具を一式買う 。一式

が。J'こよ って調先され，イ.ツyシ3キそ， イツシキ/カ
トt柏欄|h出附i品制iJてでで‘dサ、'tはま，それぞれ，( 4 )， 4によ って引されている。このかっこは，名詞

( i数Jin寺Ji量」を表わす場合が多い)の尾高tilllは，このように副詞的に用

いられる場介，平板JIllとなる傾向を持つことを考陪、してつけたものである。

次に「きのう(n乍日 )Jを取り上げ‘る。この間は「きのうは雨だった。」

「き のう見つけた。き のうということは、。」に よって調査を行っている。前

者は名詞的用法，後者は副詞的用法を捌べたものである。『新明解』では「き

のつ」のアクセントは2によ って示されている。しかし，この語のように

15 



中高 117! て ~1t iL'/tの少ない背tiiが枇J削 (1 に 7\とる語は ， 1' ， -;lJ 調的に芹~It、 られた !ド!として区別されて，1返っている。

J詩作、 l~ fJX!r;')となる似li'Jがあることを巧-1.長し， 1 ~のうち「きのう μつけた 。 」

のキノーのアクセン トは(2 )とかっこで肺|んで不した。ただし， 助詞をと

もなったキノー/ トは2で示した。

動詞 '11欠く」の川書アクセン ト仙¥J，191Jえば『新lリ-JWtJJをはると，その言

い切り形フクのアクセン トは， 1， (2)と言己されている。これはこの語の

アクセント1， 2のうち(2 )のアクセ ントは，声い切り )1ラでは 、ILfJX!I;リ と区

りIjされなくなることを考服したものである。尾高引をイ1・する動計lは数は少

ないが，その言い切り )1予はかかる特{放を考出;してかっこでI-)Hんだ。

I'-，JIJ ~ Iリ の「そ っ と」は「そ っ とささやく 。 そ っ とということは、。」によって

制作され， ソ ッ ト，ソ ッ ト / トの吋~Î1りJW('JJのアクセント川lでは，前者は

0，後者は(0 )によ ってポされている o l，-HJ討，被統川などに助制が続く場
合，ギ版1111は)毛布引として実収される傾向があるからで，その;立|床をこめ

てOをかっこで囲んだ。

8_4 1，¥1]剖のなかでJ虻戸詐(-. 1虻「阜市iとH干はれる百fiのアクセントについて

述べる。

『新 | り JWÞ Jl では，例 を 「ぱらぱら」にとると，ばらは、ら I : I ~が附 っ て米る 。 」

「ぱらぱらと治ちて米る 。」のように ， そのままの詔 JI:~ で)IJ いられたり，と 」

が続く J品作，あ るいは「する」が続く場令のアクセ ン ト1が，1主せられ，

「は‘らばらになる。J 'ぱらぱらだ‘。」のように ，にJ'だ」が統〈場介のアク

セント Oは11弘っていない。もっとも，ごく儲かな例外はある。われわれは，

府一書所棋のアクセン ト州に， I'ìíj~奇のi揚令には 『新|リ JW(， .o のアクセントを 記

入したが，後者の場合にはその部分を宅州とした。本資料集で，この州の

語で「柴旧資料J X ・Yilhi氏のアクセントの記，械があるにもかかわらず，

『新|リJWf.oのアクセン ト州が空欄となっているものは，以上ーの操作による

結果である。なお，IrNHK JlIr I リ J W~ア JJ If"全 IJil ア』では 111 ，jf，のアクセントは!京
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8_5 エ段長 (fを含む詔の取り岐いについて述べる。秒IJを '11央l血iJ '特

f山 にとると，東京詐lV')I二I'l;;"I~炎 'Î百 では「映J '符」の白1)分は，それぞれ，

[e:] [ke:]のように長母ffとして発fiされ， [ei] [kei]のように 2重母子守とし

ては光山されない。そこで，，f;Uiのアクセン トは，このJ必イh それぞれ，

エーガ/カ¥ケーク/ガの段に ，1主せ，エイ方、/カ¥ ケイク/ガの段にはol&.

ゼ司なかった。

8_6 If"新lリJifjヰ』では|川じ詐;が2イI，'ilr{rに出てきたとき，柿にIIJ日者のアク

セントの記峨の異なっているものがある。例えば，有1¥1 ¥1"カ"ス」は「者15市」

の小川 1 1'， しでは O として，力、ス 」 の 小~t!，出し では 3 として s依 っ ているなど。

本資料では，かかる場介その1"司者を。|返せた。

8 _7 liijJAのように ，柴111資料」では動詞， )1ラ作詞については， 19IJえは、

「ま ごつくJ'JLい」をとれば，まごつくということはま ごつくことだ。」
，)しいということはJLIt、ことだ。Jtこよって訓在されている。そこで本資料

集の 「柴川資料」のアクセント側には，この場合で三えばマゴツク/ ト，

マゴツク/コトダ :マルイ/ ト，マルイ/コトダにそのアクセントを記入

した。そして肯い切り )1ヨマゴツク，マルイの刷はツ;サ!日!とした。

1'，¥lJ，i'Ij， ~"長 k:';'c. ，~IiJ などは，柴川資料 」 では，例えば「そ っ と 」 をとると ，

「そっ とということば。」によ ってl制作されている。そこで本資料集の「柴

IllfHlJのアクセント州には，この場合で言えばソ ット/ 卜にそのアクセ

ントをけじ人した。そしてわれわれの剖刊の「そ っとささやく 。」のアクセン

ト州ソットは宅倒!とした。

次に， 1"'1川 (代名前lを合む)では，映画」を例にとれば，柴田資料では

'11央lIi1jという ことは、」によ り， われわれの調有では「映|凶が好きだ。」によ

リ， それぞれ，制作されている 。 したが っ て ， 本資~I-集のエーガ/ガの段

に「柴川資料」のアクセントを，iL'.人するのは，厳密に言えば問題がないわ



けではない。しかし， 本書ではこの方法をと った。ただし，助詞「の」が

F接する語形，付属語が下按しない語形には r柴田資料」のアクセン トを

記入せず，空欄とした。

8.8 本資料にはごく少数『新 I.IJ-J W~.oと「柴田資料 J X . y Id!j氏のアク

セントが同じものがある。例えば「必投」における3者のアクセン トはい

ずれも Oが記，1主されている。 r柴田資料」の'I"t桁からみると，これはあ り

えぬことであるが，ここには次の事的がある。

「柴田資料」はー上1.作成されたあとも，若ー|二の認について内制作が行わ

れ，修正か')JIIえられた。 r:1tH生」について言えば y氏のアクセン トは3

から Oへの修正が行われたのである。われわれの制査は修正前の「柴|士|資

本I'Jによ って行われ，一万，本資料の 「柴F[I資-料」の州には修正後のアク

セントを記入したため，かかる斗(例が認められるのである。
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8.9 ノド資本|で「柴田資料」のアクセン トfl制カ、無記入のものは，その語

が「柴田資料」 に保用されていないことをすJ¥す。これらはごく 一部の語を

|訪山、て IFNHK.oに よって補充された語である。したがって，これらの

語で資料 の『新 | ザJW~.oのアクセン ト州に記入さ れて い るものは ， X. Y両

氏のその諾のアクセン ト は 『新明W~.oと 同 じであることを意味する 。

8.10 われわれの調査では，イ ンフォーマン トが rl司分は位jつなし、」と

した語(資;jqでXを付した諾)についても原¥!IJとして発音を求めた。Xを

ともなったアクセントはそのような性質のものである。 しかし， その際イ

ンフォ ーマントがあえて発背しなかった場令もある。その場合にはアクセ

ントの記入のないまま Xが付されている。なお，内省者の場合も上に準じ

る。


